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北部フォッサマグナ横断地殻構造探査
Deep seismic reflection profiling across the northern Fossa Magna, central Japan
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北部フォッサマグナは、日本海拡大期に形成された本州を二つに分ける大規模なグラーベンである。糸魚川-静岡構造
線がその西縁となり、信濃川断層帯までの間には褶曲した厚い新第三系堆積岩が分布する。この骨格的な地殻構造を明
らかにすることは、日本列島の形成プロセスを明らかにする上で、また災害予測の観点からも重要である。この地域の
地殻構造を明らかにするために、2012年 9月に長野県飯山を通り新潟県小谷に至る延長 60kmの区間で、制御震源によ
る地殻構造探査を行った。震源はバイブレータ 4台と、薬量 100kgのダイナマイト（4点）を使用し、最大 1533チャネ
ルで波形を収録した。通常の CMP重合法による解析の他、屈折トモグラフィーによる P波速度構造断面を求めた。
　得られた速度構造断面は、測線中央部の北部フォッサマグナの中軸部では、ほぼ先新第三系上面に相当するP波速度

5.4km/s層が約深さ 5kmに位置し、厚い堆積物によって充填されていることが分かる。この堆積盆地の基底は、西縁で
は、糸魚川-静岡構造線や小谷-中山断層の北東延長で、ステップ状に東側に低下する。両断層とも東傾斜で中角度の見か
け上正断層である。垂直変位量は糸魚川-静岡構造線では 500m程度であるが、小谷-中山断層の北東延長では 4kmとな
り、新第三紀に形成された北部フォッサマグナを実質的に規制しているのは、糸魚川-静岡構造線ではない。妙高から斑
尾山間で大きな層厚を示す堆積層は、背斜の軸部が急斜した褶曲を形成する。信濃川断層帯の隆起側では。短波長の翼
部が急斜する褶曲が形成されているが、地下 1.5kmにデタッチメントが形成され、信濃川断層帯の本体は、この褶曲の
下でフラットを作る。幾何学的制約から野尻湖とその西側に、ランプを想定する必要がある。
　信濃川断層帯では、1847年善光寺地震（M7.3）が発生した。この地震の被害分布は、信濃川沿いに集中し、地殻構

造から推定されるランプの位置と明瞭な一致は示さない。構造と被害分布を統一的に満たす断層モデルとしては、信濃川
断層帯がウェッジスラストを構成し、地震発生鵜に大きな影響を及ぼす断層は、東傾斜の逆断層で、浅部は西傾斜となる
と推定した。こうした形状を推定すれば、越後平野東縁断層帯など、新潟堆積盆地の東縁の構造と類似した構造となる。
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